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二
〇
〇
三
年
度
の
情
報
文
化
学
科
の
ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学

へ
の
派
遣
留
学
と
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
の
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
へ
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

が
、
そ
れ
ぞ
れ
夏
期
休
暇
中
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
学
生
お
二
人
に
感
想
を
書
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
本
学
校
法
人
の
小
澤
辰
男
理
事
長
、
関
根
秀
樹
専
務
理
事
が
、
本
学
の
提
携

校
で
あ
る
慶
煕
大
学
（
韓
国
）、
北
京
師
範
大
学
（
中
国
）
を
10
月
15
日
〜
19
日

の
期
間
で
訪
問
し
ま
し
た
。
慶
煕
大
学
で
は
、
趙
学
園
長
、
趙
総
長
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
と
の
懇
談
を
は
じ
め
、
本
学
か
ら
留
学
を
し
て
い
る
学
生
の
授
業

の
視
察
及
び
懇
談
、
施
設
見
学
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
残
念
な
が
ら
本

年
度
の
派
遣
留
学
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
北
京
師
範
大
学
で
も
鄭
副
学
長
、
楊

歴
史
学
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
と
の
懇
談
、
施
設
見
学
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
両
大
学
で
行
わ
れ
た
懇
談
の
席
で
は
、
お
互
い
の
大
学
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
情
報
の
交
換
を
は
じ
め
、
今
後
提
携
校
と
し
て
よ
り
一
層
の
交
流

を
進
め
る
た
め
の
意
見
交
換
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
訪
問
後
、
小
澤
理

事
長
は｢

両
大
学
と
も
そ
の
国
を
代
表
す
る
大
学
で
あ
り
、
大
変
す
ば
ら
し
い
環

境
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
大
学
で
本
学
の
学

生
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大
変
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
う
。
提
携
校
に
は

心
よ
り
感
謝
し
た
い
。
学
生
諸
君
に
は
、
是
非
、
留
学
制
度
を
活
用
し
て
益
々

進
む
国
際
社
会
に
対
応
す
る
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
。
大
学
と
し
て
も
提
携
校
間

の
絆
を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
。｣

と
話
し
ま
し
た
。 
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身
近
に
な
っ
た
世
界 

　
初
留
学
、
初
海
外
、
好
き
な
英
語
、
夢
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
。
一
〇
人
の
仲
間
と
共
に
過
ご
し

た
一
ヶ
月
の
ア
メ
リ
カ
留
学
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
英
語
で
し
か
意
思
疎
通
を
は

か
る
こ
と
の
で
き
な
い
環
境
の
中
、
全
て
が
新
鮮
で
し
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
自
分
が
”外

国
人
“
で
あ
っ
た
こ
と
。
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た

一
ヶ
月
で
し
た
。
世
界
中
の
国
々
か
ら
の
留
学
生
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
と
も
に
学
び
、
多
く
の
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。
語
学
に
関
し
て
は
、
大
切
な
の
は
英
語
力
と
い
う

よ
り
も
自
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
い
う

姿
勢
な
の
だ
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
ど
こ
の
地
に
行
っ
て
も

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
見
知
ら
ぬ
人
と
も
当
た
り
前
の
よ
う

に
”H 
i

“と
挨
拶
を
交
わ
す
生
活
を
終
え
る
の
は
本
当
に
寂

し
か
っ
た
で
す
。
一
ヶ
月
と
い
う
期
間
は
あ
ま
り
に
も
短
す

ぎ
ま
し
た
が
、
世
界
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
留
学
は
私
の
世
界
観
を
大
き
く
広
げ
ま
し
た
。
こ

の
留
学
を
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
今
後
も
努
力
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。 

今
度
は
紅
葉
を
見
に
行
き
た
い
で
す
、カ
ナ
ダ 

　
ち
ょ
っ
と
前
に
、
世
界
ふ
し
ぎ
発
見
で
秋
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
の
旅
を
や
っ
て
い

た
。
そ
れ
を
見
て
、
私
は
一
時
間
、
秋
の
カ
ナ
ダ
に
魅
了
さ
れ
、
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ

た
。
と
に
か
く
、
空
も
、
地
も
、
山
も
、
何
も
か
も
が
大
き
く
て
、
ま
る
で
違
う
世
界
に
い
る

み
た
い
だ
。
今
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
、
カ
ナ
ダ
は
そ
ん
な
大

げ
さ
な
所
な
の
だ
。 

　
留
学
で
の
最
大
の
幸
運
は
、
素
晴
ら
し
い
英
語
教
師
に
出

会
っ
た
こ
と
だ
。
教
え
方
、
考
え
方
、
感
じ
方
、
生
徒
と
の

接
し
方
、
そ
し
て
お
顔
、
何
を
と
っ
て
も
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
だ
。

今
ま
で
私
が
出
会
っ
て
き
た
先
生
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

尊
敬
で
き
る
先
生
は
い
な
い
。
そ
し
て
今
、
カ
ナ
ダ
の
地
で

見
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
教
わ
っ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、

味
わ
っ
た
こ
と
、
全
て
が
本
当
に
尊
い
も
の
だ
と
実
感
し
て

い
る
。
英
語
の
最
後
の
テ
ス
ト
で
、
二
〇
年
後
も
覚
え
て
い

る
で
あ
ろ
う
カ
ナ
ダ
留
学
の
思
い
出
の
自
由
英
作
文
を
書
く

と
い
う
課
題
が
出
た
。
そ
ん
な
課
題
を
出
し
て
く
れ
た
ブ
ラ

イ
ア
ン
に
も
感
動
し
た
し
、
そ
し
て
、
二
〇
年
後
で
も
三
〇

年
後
で
も
、
忘
れ
る
わ
け
が
な
い
。 

情
報
文
化
学
科
二
年
　
　
木
村 

紘
子 

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
二
年
　
小
川 

麻
矢
子 

 

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
留
学
報
告

留
学
報
告 

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
留
学
報
告 

理
事
長
提
携
校
訪
問

理
事
長
提
携
校
訪
問 

理
事
長
提
携
校
訪
問 

▲慶煕大学にて 

▲北京師範大学にて 
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◎
教
員
の
活
動
 

著
　
書 

学
術
論
文 

学
会
等
発
表 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
（
Ｎ
Ｙ
Ｕ
）の
国
際
高
等
学
術
研

究
所（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）の
共
同
研
究
「
国
際
紛
争
と
し
て
の

冷
戦
」
に
本
学
の
海
外
研
究
制
度
も
利
用
し
て
参
加
し

て
き
た
。
個
人
テ
ー
マ
は
「
冷
戦
期
に
お
け
る
政
治
理
論

の
比
較
研
究
」
だ
っ
た
の
だ
が
、こ
の
研
究
を
し
て
い
る

あ
い
だ
に
ア
メ
リ
カ
は
冷
戦
ど
こ
ろ
か
イ
ラ
ク
へ
の
熱
い

戦
争
を
開
始
す
る
。
そ
の
意
味
で
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｓ
で
の
一
年
は

良
く
も
悪
く
も
「
ブ
ッ
シ
ュ
の
一
年
間
」
だ
っ
た
。
 

わ
れ
わ
れ
夫
婦
が
Ｎ
Ｙ
Ｕ
の
ア
パ
ー
ト
で
生
活
を
始

め
た
と
き
、同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
ほ
ぼ
一
年
が
過
ぎ
、関
連

し
た
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
全
米
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
。

Ｎ
Ｙ
Ｕ
は
グ
リ
ニ
ッ
チ
・
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
の
大
規
模
大
学
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
国
際
貿

易
セ
ン
タ
ー
に
近
い
。
大
学
の
近
く
で
も
毎
日
の
よ
う
に

集
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
に
参
加
し
て
み
る
と
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
他
の
地
域
の
も
の
と
ど

う
も
違
う
。
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
伝
統
的
に
民
主
党
が
強
い
地
域
で

あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
特
に
ビ
レ
ッ
ジ
は
六
〇
年
代
の
公

民
権
運
動
、学
生
運
動
と
い
う
激
動
の
中
心
と
な
っ
た
地

域
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
近
所
で
の
集
会
は
ほ
と
ん
ど
が

ブ
ッ
シ
ュ
批
判
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
大
手
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
支
持
し
て
い
る
ブ
ッ
シ
ュ

が
こ
こ
で
は
ま
っ
た
く
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。
テ
ロ
一
周
年

の
日
、Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
目
の
前
に
広
が
る
ワ
シ
ン
ト
ン
広
場

で
行
わ
れ
た
集
会
も
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
を
こ
れ

以
上
殺
す
な
。
イ
ラ
ク
を
攻
撃
す
る
な
」
と
訴
え
る
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
集
会
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、そ

の
集
会
を
企
画
し
た
の
が
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
死
ん

だ
被
害
者
の
遺
族
の
な
か
の
一
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
か
ら
だ
。
 

そ
の
後
、ブ
ッ
シ
ュ
は
イ
ラ
ク
へ
の
戦
争
を
始
め
る
が
、

私
が
研
究
を
終
え
て
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
る
ま
で
、毎
週
の

よ
う
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
反
戦
集
会
が
つ
づ
い
て
い
た
。

戦
争
が
始
ま
っ
て
も
抗
議
し
て
い
る
人
々
は
、そ
ん
な
集

会
を
開
い
て
も
ブ
ッ
シ
ュ
が
す
ぐ
に
政
策
を
変
更
す
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
が
こ
だ
わ
る
の
は
、自
分
が
異

議
を
申
し
立
て
て
い
る
と
い
う
事
実
を
残
し
た
い
と
い

う
こ
と
だ
。
高
齢
の
運
動
家
に
話
を
聞
い
て
み
る
。
あ
る

老
人
は
「
自
分
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
赤
狩
り
の
問
題
を
見

抜
け
な
か
っ
た
」
と
過
去
を
悔
い
て
い
る
。
ま
た
「
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
を
始
め
た
と
き
、私
は
何
も
反
対
し
な
か
っ
た
」

と
い
う
後
悔
を
持
つ
七
〇
代
の
女
性
も
い
た
。
そ
の
よ

う
な
悔
恨
が
彼
ら
を
運
動
に
走
ら
せ
る
。「
こ
こ
で
反
対

し
な
い
と
ア
メ
リ
カ
は
良
い
国
に
な
ら
な
い
か
ら
」
と
彼

ら
は
言
う
。
ア
メ
リ
カ
を
よ
り
良
い
国
に
す
る
た
め
に
政

府
に
抗
議
す
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、

上
の
言
う
こ
と
に
従
う
だ
け
の
人
間
が
組
織
を
腐
敗
さ

せ
る
そ
う
だ
。い
ろ
い
ろ
嫌
な
と
こ
ろ
も
あ
る
ア
メ
リ
カ

社
会
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
ア
メ
リ
カ
の
政

治
理
論
を
研
究
し
て

い
る
の
は
、
と
き
ど

き
こ
う
い
う
人
々
に

会
う
せ
い
か
も
し
れ

な
い
。
 

  

償
の
請
求
お
よ
び
子
供
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
ト
ピ
ッ
ク
が
身
近
な
た

ミ
 

ゼ
 

紹
 
介
 

  

◎
青
淵
正
幸
助
教
授
 

前
川
邦
生
・
青
淵
正
幸
編
著『
例
解
所
得
税
法
入
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』

創
成
社
、二
〇
〇
三
年
十
一
月
、共
著 

◎
小
林
元
裕
助
教
授
 

宋
志
勇
・
王
振
鎖
主
編『
全
球
化
與
東
亜
政
治
、行
政
改
革
』天
津

人
民
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
九
月
、共
著 

 

 

◎
青
淵
正
幸
助
教
授
 

「
製
造
業
に
お
け
る
株
主
価
値
の
株
価
説
明
力
」『
工
業
経
営
研

究
』、工
業
経
営
研
究
学
会
、第
十
七
巻
、二
〇
〇
三
年
九
月
 

◎
高
橋
正
樹
助
教
授
 

「
西
欧
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
民
国
家
―
国
家

の
脱
国
民
国
家
化
分
析
の
視
座
を
求
め
て
―
」『
法
学
新
報
』、第

一一
〇
巻
三･

四
号
、中
央
大
学
法
学
会
、二
〇
〇
三
年
八
月
 

◎
藤
瀬
武
彦
教
授
 

「
日
本
人
及
び
欧
米
人
女
子
学
生
に
お
け
る
ボ
デ
ィ
イ
メ
ー
ジ
の

比
較
」『
体
力
科
学
』、第
五
二
巻
第
四
号
、二
〇
〇
三
年
八
月
 

◎
宗
澤
拓
郎
教
授
、小
宮
山
智
志
講
師
、佐
々
木
桐
子
講
師
 

「
地
域
貢
献
と
し
て
の
新
潟
・
金
属
加
工
市
構
想
」
情
報
処
理
学
会
、

情
報
シ
ス
テ
ム
と
社
会
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、二
〇
〇
三
年
九
月
 

◎
矢
口
裕
子
助
教
授
 

「
性
／
愛
の
家
の
ス
パ
イ
｜H

e
n
ry&
J
u
n
e

か
ら
読
み
直
す

A
n
a
is
 
N
in

」『
英
文
学
研
究
』第
八
〇
号
、日
本
英
文
学
会
、二

〇
〇
三
年
一
〇
月
 

"T
w
itte
rin
g
 
M
a
c
h
in
e
 
o
f 
P
a
ra
d
is
e
: 
G
lim
p
s
e
s
 

o
f T
w
o
 o
f A
n
a
is
 N
in
's
 J
a
p
a
n
e
s
e
 D
a
u
g
h
te
rs
"  

A
 C
a
fe
 in
 S
p
a
c
e
: A
n
a
is
 N
in
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ite
ra
ry J
o
u
rn
a
l, 

vo
l. 1
, S
ky B

lu
e
 P
re
s
s
, N
u
m
b
e
r 2
0
0
3

 

 

 

◎
青
淵
正
幸
助
教
授
 

「
Ｄ
Ｃ
Ｆ
モ
デ
ル
に
よ
る
企
業
評
価
｜
Ｆ
Ｃ
Ｆ
の
構
成
要
素
別
に

よ
る
測
定
｜
」
経
営
哲
学
学
会
、中
京
大
学
、二
〇
〇
三
年
九
月

十
四
日
 

「
直
接
原
価
計
算
に
よ
る
原
価
管
理
の
実
際
」工
業
経
営
研
究
学
会
、

高
千
穂
大
学
、二
〇
〇
三
年
年
一
〇
月
 

◎
臼
井
陽
一
郎
助
教
授
 

S
tre
n
g
th
e
n
in
g
 
E
n
vir o
n
m
e
n
ta
l 
L
a
w
 
in
 
th
e
 

E
uropean U

nion: From
 A
 D
iscursive C

onstructivism

、 
U
A
C
E
S

（
英
国
E
U
学
会
）、英
国
・
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
学
、二

〇
〇
三
年
九
月
三
日
 

◎
區
建
英
教
授
 

「
東
ア
ジ
ア
の
近
代
思
想
と
伝
統
―
厳
復
と
福
沢
を
中
心
に
」
 

比
較
史
・
比
較
歴
史
教
育
研
究
会
、東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
、

二
〇
〇
三
年
十
一
月
二
二
日
 

◎
越
智
敏
夫
助
教
授
 

C
h
in
a
 a
n
d
 M
in
a
m
a
ta
 d
is
e
a
s
e
;

 le
s
s
o
n
s
 fro
m
 th
e
  

m
e
rc
u
ry 
p
o
is
o
n
in
g
 
a
n
d
 
p
o
litic
a
l 
c
o
m
m
u
n
itie
s
, 

In
te
rn
a
tio
n
a
l 
C
o
n
fe
re
n
c
e
; 
S
u
s
ta
in
a
b
le
 
G
ro
w
th
 

a
n
d
 
E
n
viro
n
m
e
n
ta
l 
P
ro
te
c
tio
n
: 
T
h
e
 
C
a
s
e
 
o
f 

C
h
in
a
, U
n
ive
rs
ity o

f D
u
is
b
u
rg
-E
s
s
e
n
, In
s
titu
te
 

fo
r 
In
te
rn
a
tio
n
a
l 
a
n
d
 
R
e
g
io
n
a
l 
E
c
o
n
o
m
ic
 

R
e
la
tio
n
s
, D
u
is
b
u
rg
,

 
ド
イ
ツ
、二
〇
〇
三
年
八
月
一
八
日
 

◎
苅
部
恒
徳
特
任
教
授
 

「H
e
a
n
e
y 

の B
e
o
w
u
lf

訳
に
つ
い
て
」
新
潟
大
学
英
文
学
会
、

新
潟
大
学
、二
〇
〇
三
年
一
〇
月
十
一
日
 

◎
小
宮
山
智
志
講
師
 

「
『
努
力
』『
能
力
』
意
識
が『
平
等
』
意
識
に
与
え
る
影
響
」
計
量

社
会
学
研
究
会
、立
教
大
学（
池
袋
）、二
〇
〇
三
年
十
一
月
八
日
 

◎
近
藤
進
教
授
 

「R
u
-In
P

埋
め
込
み
に
よ
るE

A

変
調
器
光
吸
収
層
へ
のZ

n

拡

散
制
御
」
第
六
四
回
応
用
物
理
学
会
学
術
講
演
会
、福
岡
大
学
、

二
〇
〇
三
年
八
月
三
一
日
 

◎
佐
々
木
寛
助
教
授
 

「
東
ア
ジ
ア
の
原
子
力
政
治（'A

tom
-P
olitics' in E

ast A
sia

）」

フ
ラ
ン
ス
国
立
科
学
研
究
所（C

R
E
S
A
L

）総
会
、フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン

（
サ
ン
チ
エ
ン
ヌ
）、二
〇
〇
三
年
一
〇
月
十
四
日
 

◎
長
坂
格
講
師
 

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
農
村
―
都
市
移
住
の
現
在
」
日
本
国
際
文

化
学
会
第
二
回
全
国
大
会
、早
稲
田
大
学
、二
〇
〇
三
年
七
月
六
日
 

"C
ellular P

hones and Filipino T
ransnational S

ocial 
F
ie
ld
s
." 
A
s
ia
-E
u
ro
p
e
 
C
o
n
fe
re
n
c
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o
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C
o
m
p
u
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M
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m
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T
e
c
h
n
o
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g
ie
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 (C
M
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T
): T
h
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e
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n
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o
b
ile
 

P
hones. T

ag
aytay C

ity,

フ
ィ
リ
ピ
ン
、二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
一
日
 

◎
広
瀬
貞
三
教
授
 

「
一
九
三
〇
年
代
の
金
剛
山
『
国
立
公
園
』
化
構
想
」
第
五
四
回
朝

鮮
学
会
大
会
、天
理
大
学（
奈
良
県
天
理
市
）、二
〇
〇
三
年
一
〇

月
五
日
 

  

◎
青
淵
正
幸
助
教
授
 

「
平
成
十
五
年
度
小
売
商（
販
売
士
）資
格
更
新
講
習
会
」
長
野

県
佐
久
商
工
会
議
所
、二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
一
日
 

◎
越
智
敏
夫
助
教
授
 

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
イ
ラ
ク
戦
争
」
連
続
講
座
「
ア
ジ
ア
と

日
本
を
問
う
」
主
催
、
新
潟
市
万
代
市
民
会
館
、
二
〇
〇
三
年

十
一
月
四
日
 

◎
小
林
元
裕
助
教
授
 

「
日
中
関
係
論
」
さ
わ
や
か
大
学
、三
条
市
嵐
南
公
民
館
、二
〇
〇

三
年
八
月
二
七
日 

◎
高
橋
正
樹
助
教
授
 

「
現
代
東
南
ア
ジ
ア
と
人
づ
く
り
」
新
潟
県
立
商
業
高
校
校
長
会
、

新
潟
会
館
、二
〇
〇
三
年
七
月
三
一
日
 

◎
広
瀬
貞
三
教
授
 

「
今
後
の
日
朝
関
係
を
考
え
る
」
、と
や
の
福
祉
協
会
お
も
と
園
、

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
デ
ュ
オ（
新
潟
市
）、二
〇
〇
三
年
一
〇
月
十
五
日
 

「
現
在
の
大
学
と
学
生
生
活
」
、新
潟
県
立
小
千
谷
高
等
学
校（
小

千
谷
市
）、二
〇
〇
三
年
十
一
月
十
四
日
 

◎
藤
瀬
武
彦
教
授
 

「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
者
講
習
会
」
両
津
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
、両
津
市
総
合
体
育
館
、二
〇
〇
三

年
九
月
六
日
 

▲約４０万人が参加した２００３年２月１５日のニューヨーク反戦集会 

講 

演 

等 

情
報
文
化
学
科
 
熊
谷
 
卓
ゼ
ミ
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
反
戦
運
動

反
戦
運
動
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
反
戦
運
動
 

一
年
間
の
海
外
研
究
を
終
え
て
 
情
報
文
化
学
科
助
教
授
 
越
智
敏
夫
 

二
〇
〇
三
年
七
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
教
員
の
研
究
活
動
で
ご
本
人
か
ら
提
示
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。
 

情
報
文
化
学
科
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
、

情
報
文
化
学
科
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
、開
催
開
催
さ
れ
る
 

情
報
文
化
学
科
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
、開
催
さ
れ
る
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だ

た

そ
の
集
会
が
と
て
も
印
象
的
だ

た
の
は

そ

の
集
会
を
企
画
し
た
の
が
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
死
ん

だ
被
害
者
の
遺
族
の
な
か
の
一
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
か
ら
だ
。
 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
わ
た
く
し
の
研
究
分
野
は
、国
際
法
学
で
す
。

し
た
が
っ
て（
と
い
う
よ
り
、な
か
ば
強
制
的
に
）、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
た
ち
に
は
、な
ん
ら
か
の
形

で
「
法
」
と
か
ら
ん
だ
ト
ピ
ッ
ク
を
選
択
し
、研
究

報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
「
法
的
な

濃
度
の
濃
さ
」は
学
年
に
比
例
し
ま
す
。三
年
次
･

四
年
次
の
学
生
は
、イ
ラ
ク
攻
撃
の
国
際
法
的
正

当
性
と
い
っ
た
具
合
に
、法
学
部
学
生
と
も
か
わ

ら
な
い
問
題
を
考
察
し
ま
す
。一
年
次
･
二
年
次

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
は
、三
・
四
年
次
ゼ
ミ
へ
の

力
を
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
こ
れ
ら
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
目
的
も
あ
り
、一
般
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
素
材
と
し

て
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
今
年
度
の
二
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
は
、

前
期
に
性
同
一
性
障
害
者
に
関
す
る
法
状
況
を
共

通
テ
ー
マ
と
し
、後
期
に
死
刑
制
度
の
存
置
の
是

非
、美
容
整
形
に
過
失
が
あ
っ
た
と
き
の
損
害
賠

償
の
請
求
お
よ
び
子
供
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
ト
ピ
ッ
ク
が
身
近
な
た

め
で
し
ょ
う
か
、あ
る
い
は「
法
律
問
題
相
談
番
組
」

の
影
響
で
し
ょ
う
か
、と
き
に
議
論
が
白
熱
し
、与

え
ら
れ
た
時
間
の
枠
組
み
を
越
え
て
議
論
が
続
け

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
児
童
虐
待
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
な
か
で
、「
は
た
し
て『
母
性
』
は

自
明
の
も
の
か
ど
う
か
」
と
い
っ
た
疑
問
も
提
示

さ
れ
ま
し
た
。

通
常
、法
律
や

判
例
の
解
釈

論
に
関
心
を

有
す
る
わ
た

く
し
が
、学
生

た
ち
の
鋭
い

指
摘
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
多

い
の
も
こ
の

よ
う
な
時
で

す
。
 

　
十
一
月
八
日
、四
年
次
生
の
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
が

開
催
さ
れ
、私
は
役
員
と
し
て
参
加
し
た
。
今
年
度
か
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
わ
り
、今
ま
で
は
ゼ
ミ
単
位
に
よ
る

自
由
参
加
だ
っ
た
が
、全
ゼ
ミ
全
員
参
加
と
な
っ
た
。
前
年

ま
で
と
は
違
い
、人
数
も
増
え
、こ
れ
ま
で
と
は
違
う
発

表
会
を
三
年
次
生
の
役
員
で
運
営
、進
行
し
た
。
準
備
も

夏
休
み
前
か
ら
始
め
、何
回
も
集
ま
り
、地
域
住
民
の
呼

び
掛
け
や
近
隣
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
宣
伝
活
動
も
し
て

き
た
。
毎
週
集
ま
っ
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
や
発
表
会
当

日
も
一
日
中
報
告
を
聞
い
て
い
る
の
は
と
て
も
大
変
だ
っ

た
。
し
か
し
必
ず
卒
論
を
書
く
と
き
が
く
る
の
で
、そ
の

と
き
の
た
め
に
も
い
い
経
験
が
で
き
た
と
思
う
。
 

　
ま
た
、こ
の
中
間
発
表
会
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
参

観
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。
卒
論
の
テ
ー
マ
は
色
々
あ
り
、関

心
を
持
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、安
楽
死
と
尊
厳

死
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。こ
れ
は
一
人
の
人
の
報
告
で
は

な
く
安
楽
死
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
と
尊
厳
死
を
テ
ー
マ

に
し
た
人
が
別
々
に
発
表
し
た
も
の
だ
。
以
前
、講
義
で

安
楽
死
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
の
で
と
て
も
関

心
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
死
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
て
、自
分

で
自
分
の
死
を
選
択
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
安
楽

死
を
行
う
こ
と
に
賛
成
で
は
な
く
、実
行
す
る
こ
と
に
条

件
が
い
く
つ
か
課
せ
ら
れ
て
お
り
、一
つ
で
も
条
件
を
満
た

さ
な
い
と
、立
ち
会
っ
た
医
師
が
逮
捕
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
。
日
本
と
は
逆
に
、安
楽
死
を
尊
重
し
て
い
る
国
で
は
、

死
は
自
分
で
決
め
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、尊
厳
死

も
安
楽
死
と
似
て
い
て
、こ
れ
以
上
つ
ら
い
治
療
を
続
け

る
の
な
ら
、静
か
に
死
を
待
ち
、好
き
な
こ
と
を
し
て
そ

の
と
き
が
く
る
の
を
待
つ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
尊
厳
死

に
つ
い
て
は
安
楽
死
ほ
ど
知
識
が
な
い
の
で
詳
し
い
こ
と

は
わ
か
ら
な
い
が
、決
定
的
な
違
い
は
自
分
か
ら
薬
を
飲

み
、死
を
招
く
こ
と
と
自
然
な
死
を
待
つ
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
深
く
調
べ
て
い
け
ば
違
い
が
わ
か
ら
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
 

　
こ
う
い
っ
た
内
容
の
濃
い
も
の
を
一
か
ら
詳
し
く
調
べ

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
を
ま
と
め
、発
表
す
る

こ
と
で
聞
い
て
い
る
側
に
も
考
え
さ
せ
る
と
い
う
発
表
は
、

今
後
の
生
活
や
学
習
、卒
業
研
究
を
手
掛
け
よ
う
と
し
て

い
る
人
達
に
と
っ
て
良
い
参
考
と
な
る
と
同
時
に
、良
い

刺
激
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

　
近
藤
ゼ
ミ
で
は
、通
信
と
光
に
関
わ
る
こ
と
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
急
激

な
進
展
に
よ
り
、情
報
通
信
は
大
き
く
変
化
し
、

移
動
通
信
に
特
化
し
た
無
線
通
信
と
大
容
量
の

特
徴
を
持
つ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
 

　
ゼ
ミ
全
体
で
は
、「
独
立
し
た
情
報
端
末
を
ど

こ
か
に
作
り
、通
信
方
法
を
工
夫
し
、情
報
を
ゼ
ミ

室
に
集
め
る
。
」
が
目
標
で
す
。
こ
の
た
め
、独
立

し
た
装
置
の
電
源
と
し
て
、太
陽
光
発
電
・
風
力

発
電
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
具
体
的
な
テ
ー
マ
は
、「
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

「
大
学
構
内
で
の
無
線
L
A
N
」「
携
帯
電
話
の

新
し
い
応
用
」「
無
線
M
A
N
の
実
用
性
と
将
来

性
」「
大
学
で
の
太
陽
光
発
電
」「
集
光
に
よ
る
太

陽
光
発
電
」「
携
帯
電
話
の
電
界
強
度
」な
ど
で
す
。

太
陽
電
池
は
、光
と
電
気
の
関
係
を
ま
な
ぶ
入
り

口
で
す
。ま
だ
不
十
分
で
す
が
、オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
、

ス
ペ
ク
ト
ル
ア
ナ
ラ
イ
ザ
、分
光
器
、高
周
波
レ
シ

ー
バ
な
ど
の
測
定
機
器
が
あ
り
ま
す
。
 

　
卒
業
研
究
で
は
、本
や
文
献
等
で
学
び
、目
的
の

装
置
や
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
り
、測
定
し
た
り
し

ま
す
。
何
回
か
失
敗
を
重
ね
て
、そ
れ
を
解
決
し

て
い
く
課
程
を
大
事
に
し
ま
す
。
ま
た
ゼ
ミ
で
は
、

携
帯
電
話
通

信
局
の
見
学

等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

　
光
や
通
信

に
興
味
の
あ

る
人
は
も
ち

ろ
ん
、実
験
を

し
て
研
究
を

や
っ
て
み
た
い

人
は
気
軽
に

声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
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習
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九
月
六
日
 

▲約４０万人

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
 
近
藤
 
進
ゼ
ミ
 

情
報
文
化
学
科
 
熊
谷
 
卓
ゼ
ミ
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
反
戦
運
動
 

情
報
文
化
学
科
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
、

情
報
文
化
学
科
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
、開
催
開
催
さ
れ
る
 

情
報
文
化
学
科
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
、開
催
さ
れ
る
 

情
報
文
化
学
科
三
年
 
幾
野
　
貴
子
 

国際・情報　第21号  04.1.5 5:25 PM  ページ 3



   　
平
成
15
年
6
月
8
日
日
曜
日
、ホ
テ
ル
新
潟
2
階
芙
蓉

の
間
に
お
い
て
「
新
潟
国
際
情
報
大
学
創
立
十
周
年
記
念

式
典
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
開
学
に
い
た
る
ま
で
の
関
係
者
の
想
い
、当
校
に
寄
せ

る
期
待
な
ど
十
年
前
の
様
子
を
伝
え
る
、小
澤
辰
男
理
事

長
や
武
藤
輝
一
学
長
の
式
辞
、挨
拶
か
ら
始
ま
り
、校
歌
作

詞
者
の
松
澤
博
氏
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
者
の
吉
原
力
氏

の
表
彰
、十
周
年
記
念
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、父
母
会
か

ら
は
シ
ュ
プ
リ
ン
ゲ
ン（
飛
躍
）と
題
さ
れ
た
イ
ル
カ
の
記

念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、同
窓
会（
み
ず
き
会
）か
ら
は
絵
画
を
贈

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
父
母
会
長
、同
窓
会
長
、モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
作
成
者

の
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
長
、宮
田
亮
平
氏
と
校
歌
作

曲
者
の
上
越
教
育
大
学
後
藤
丹
氏
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
 

 

第
８５
回
情
報
シ
ス
テ
ム
と
社
会
環
境
研
究
会
 

   「
3
年
次
生
の
ご
父
母
へ
」
 

　
3
年
次
生
の
就
職
活
動
が
年
を
明
け
る
と
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
学
主
催
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
10
回

の
う
ち
8
回
が
終
了
し
ま
し
た
。
 

　
今
年
は
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
以
外
に
後
期
の
水
曜
日
を
利

用
し
て「
マ
ス
コ
ミ
セ
ミ
ナ
ー
」「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
勉

強
会
」「
卒
業
生
に
よ
る
企
業
説
明
会
」
等
、学
生
が
今
後

の
就
職
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
参
り
ま
し
た
。
学
生
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
通
じ
て「
就

職
に
対
す
る
心
構
え
」
が
徐
々
に
出
来
つ
つ
あ
る
と
思
い

ま
す
。
 

　
1
月
か
ら
は
、本
格
的
な
就
職
活
動
に
入
る
前
の
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、個
別
面
談
、模
擬
面
接
、学
内
合
同

企
業
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

 
そ
し
て
、い
よ
い
よ
2
月
か
ら
就
職
活
動
の
本
番
を
迎

え
ま
す
。
就
職
指
導
委
員
を
は
じ
め
、教
職
員
一
体
と
な
っ

て
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
が
、最
も
重
要
な
の

は
学
生
一
人
ひ
と
り
が
最
後
ま
で
「
戦
い
抜
く
」
強
い
気
持

ち
で
す
。
 

　
そ
こ
で
、就
職
を
決
め
る
た
め
の
、幾
つ
か
の
要
点
を
記

し
ま
す
。
 

（
1
）自
分
の
適
性
、希
望
を
明
確
に
す
る（
自
己
分
析
）。
 

（
2
）業
界
研
究
、企
業
研
究
を
す
る（
エ
ン
ト
リ
ー
、資
料

　
　
請
求
等
を
し
っ
か
り
す
る
）。
 

（
3
）モ
ラ
ル
、マ
ナ
ー
、エ
チ
ケ
ッ
ト
等
を
し
っ
か
り
す
る
　

　
　（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
）。
 

（
4
）積
極
的
に
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
及
び
会
社
訪

　
　
問
を
す
る
。
 

（
5
）積
極
的
に
採
用
試
験
を
受
験
す
る
。
 

（
6
）簡
単
に
就
職
は
決
ま
り
ま
せ
ん
。
原
因
を
考
え
、次
に

　
　
生
か
す
。最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
粘
り
強
く
活
動
す
る
。 

（
7
）早
目
早
目
に
就
職
課
等
に
相
談
す
る
。
 

 　
以
上
が
就
職
決
定
ま
で
の
道
の
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
初

め
て
の
経
験
で
不
安
な
こ
と
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
父
母
の
皆
さ
ん
か
ら
も
是
非
就
職
活
動
を
応
援
し

励
ま
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
就
職
課
は
、学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
あ

り
ま
す
。
心
配
事
や
わ
か
ら
な
い
事
、ど
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
遠
慮
せ
ず
相
談
す
る
よ
う
併
せ
て
、ご
指
導
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

就
職
活
動

就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
 

就
職
活
動

就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
 

就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
 

情
報
文
化
学
科
4
年
 
興
梠
　
絵
美
 

学
外
学
習

学
外
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
体
験
体
験
 

学
外
学
習

学
外
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
体
験
体
験
 

学
外
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
体
験
 

　
私
が
数
あ
る
学
外
実
習
候
補
の
中
か
ら
ホ
テ
ル
新
潟
を
選
ん
だ

の
は
、バ
イ
ト
で
培
っ
た
自
分
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
セ
ン
ス
・
能
力

が
、接
客
業
の
代
表
格
と
も
言
え
る
ホ
テ
ル
で
通
用
し
、生
か
せ
、

そ
し
て
楽
し
め
る
か
を
試
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
 

　
初
日
に
「
1
日
9
時
間
、2
週
間
の
実
習
を
行
い
ま
す
」
と
言
わ

れ
た
と
き
は
、気
合
を
入
れ
て
髪
を
短
く
切
っ
て
き
た
自
分
で
も
正

直
引
け
を
と
っ
た
が
、終
わ
っ
て
み
る
と
達
成
感
に
溢
れ
た
。
宴
会
、

宿
泊
、レ
ス
ト
ラ
ン
と
、各
部
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、接
客

業
に
携
わ
る
人
と
い
う
の
は
や
は
り
人
な
つ
き
が
よ
く
、人
に
対
し

て
優
し
さ
が
滲
み
出
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
た
め
、2
週
間
も
の
長

い
期
間
だ
と
い
う
の
に
心
地
よ
く
実
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
こ
の
実
習
に
よ
っ
て
得
た
も
の
は
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
と
自
信
で
あ

る
。バ
イ
ト
に
よ
っ
て
得
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
こ
の
ホ
テ

ル
新
潟
の
実
習
に
よ
っ
て
再
認
識
し
、こ
の
実
習
で
得
た
経
験
を
織

り
交
ぜ
磨
き
を
か
け
、そ
し
て
こ
の
能
力
を
財
産
に
し
て
い
き
た

い
。
 

    　
F
M
新
潟
は
女
性
が
と
て
も
活
躍
し
て
い
る
職
場
で
あ
り
、一
人

ひ
と
り
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
て
誰
に
対
し
て
も
き
ち

ん
と
意
見
を
言
う
こ
と
の
で
き
る
職
場
で
あ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な

印
象
を
受
け
た
。
 

　
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
も
女
性
が
多
く
て
そ
れ
ぞ
れ
が
番
組
の
構
成

か
ら
放
送
ま
で
ほ
と
ん
ど
1
人
で
行
っ
て
い
る
。ま
た
個
々
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
も
十
人
十
色
と
い
う
感
じ
で
同
じ
番
組
を
聴
い
て
い
て
も
、

何
故
か
全
く
違
う
番
組
か
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は

F
M
新
潟
に
行
っ
て
何
よ
り
も
ま
ず
こ
の
会
社
の
雰
囲
気
が
と
て
も

好
き
に
な
っ
た
。
 

 
実
習
中
に
は
仕
事
の
事
で
も
そ
れ
以
外
の
事
で
も
色
々
な
人
が
ア

ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
。
中
で
も
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、サ
ウ
ン
ド

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
を
担
当
す
る
番
井
奈
歩
さ
ん
で
、私
は
彼
女
に「
笑
顔
、

緊
張
、感
謝
」
と
言
う
3
つ
の
言
葉
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。一
見
、当
然

の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、相
手（
リ
ス
ナ
ー
）の
事
を
考
え
て
い
る
か

ら
こ
そ
、こ
の
よ
う
な
目
標

が
持
て
る
と
思
っ
た
。
 

 
私
は
将
来
、人
と
接
す
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、番
井

さ
ん
の
こ
の
言
葉
を
い
つ
も

頭
に
い
れ
て
、他
人
を
思
い

や
れ
る
社
会
人
に
な
り
た
い

と
思
う
。
 

    

内
定
者
 

 

カナダ) 

情
報
文
化
学
科
3
年
 
菅
家
　
知
子
 

《
実
習
先
》
F
M
新
潟
 

﹇
内
定
先
﹈
浩
庸
株
式
会
社
 

　
私
は
3
年
次
生
の
1
月
頃
、周
囲
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
る
様
に

漠
然
と
就
職
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
会
社
の
資
料
を
集
め
た
り
、試

験
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
中
で
ず
っ
と
、私
は
何
か

違
和
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
就
職
活
動
を
始
め
て
2
ヶ
月
経
っ
た

頃
、そ
の
違
和
感
は
何
か
と
い
う
事
を
よ
う
や
く
考
え
始
め
、や
っ

と
「
私
は
中
国
留
学
で
得
た
こ
の
語
学
力
を
活
か
せ
る
仕
事
が
し

た
い
ん
だ
」
と
思
い
当
た
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
先
生
に
相
談
し
、そ

の
時
に
あ
る
中
国
関
係
の
仕
事
を
紹
介
し
て
頂
き
、4
月
か
ら
そ
こ

で
働
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
私
は
、自
己
分
析
を
す
る
の

が
遅
か
っ
た
の
で
す
。こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
す
る
皆
さ
ん
に
は
、

是
非
、早
め
の
自
己
分
析
を
心
掛
け
て
欲
し
い
で
す
。
自
分
が
何
を

し
た
い
の
か
、ま
ず
は
そ
こ
か
ら
で
す
。
就
職
活
動
は
何
ヶ
月
も
続

く
も
の
で
す
し
、疲
れ
る
こ
と
も
滅
入
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、友
達
だ
け
じ
ゃ
な
く
、就
職
課
の
方
や
先
生
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
も
利
用
し
て
み
て
下
さ
い
。
気
分
転
換
も
時
に
は
必
要
で

す
よ
。
 

 

 

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
4
年
 
小
林
　
渉
 

﹇
内
定
先
﹈
新
潟
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
 

　
私
が
就
職
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、一
番
考
え
た
こ
と
は
、自

分
は
将
来
何
が
や
り
た
い
の
か
、そ
し
て
自
分
は
今
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
た
。
今
ま
で
自
分
自
身
を
よ
く
考
え
た
こ
と
の
な
い
私

は
、正
直
も
の
す
ご
く
焦
り
を
感
じ
て
い
た
。つ
ま
り
、就
職
活
動
の

ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
決
し
て
良
い
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
 

　
就
職
活
動
を
進
め
て
い
く
に
従
っ
て
、何
回
も
自
分
の
事
を
見
直

し
、合
同
説
明
会
な
ど
で
様
々
な
業
種
の
話
を
聞
い
て
い
く
う
ち

に
、自
分
が
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
業
種
や
職
種
は
こ
れ
な
の
だ
と

い
う
こ
と
が
次
第
に
分
か
っ
て
き
た
。
今
で
は
、一
番
や
り
た
か
っ
た

業
種
や
職
種
が
内
定
先
に
決
ま
り
、本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
 

　
後
輩
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、ま
ず
自
分
自
身
を
見
直

す
い
い
機
会
な
の
で
、時
間
を
か
け
て
自
分
と
い
う
も
の
を
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、様
々
な
人
の
話
を
聞
き
、本
当
に
や
り
た
い

仕
事
は
何
な
の
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
必
ず
希
望
し
た
仕
事
に
就

職
で
き
る
は
ず
で
す
。
 

 

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
3
年
 
高
橋
 
 
涼
 

《
実
習
先
》
ホ
テ
ル
新
潟
 

   　
今
年
も
11
月
5
日（
水
）、ホ
テ
ル
新
潟
に
於
い
て
「
企

業
懇
談
会
」が
開
催
さ
れ
、県
内
外
か
ら
2
3
0
名
の
方
々

の
参
加
を
い
た
だ
き
大
変
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
懇
談
会
は
、学
生
の
就
職
活
動
支
援
の
一
環
と
し
て

企
業
の
代
表
者
や
人
事
担
当
者
を
招
き
、本
学
を
ご
理
解

い
た
だ
く
と
同
時
に
、就
職
活
動
へ
の
ご
協
力
に
対
す
る
感

謝
の
会
と
し
て
毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
第

1
部
と
し
て
、学
長
武
藤
輝
一
の
挨
拶
、各
学
科
長
に
よ
る

学
科
説
明
、就
職
指
導
委
員
長
に
よ
る
就
職
状
況
説
明
後
、

特
別
講
演
と
し
て
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
原
田
和
明
氏
よ
り
「
今

後
の
景
気
と
中
小
企
業
の
対
応
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
引
き
続
き
第
2
部
と
し
て
、懇
親
会
が
三
越
新
潟
店
長
 
 

岩
井
幹
雄
氏
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
、教
職
員
は
名
刺

を
片
手
に
企
業
様
の
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、卒
業
生
採
用

の
お
礼
や
次
年
度
の
採
用
計
画
等
に
つ
い
て
の
情
報
収
集

に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 大学生に求める資質（複数回答あり） 

70

60

50

40

30

20

10

0
（％） 

熱
意 

一
般
常
識 

協
調
性 

バ
イ
タ
リ
テ
ィ 

発
想
の
豊
か
さ 

基
礎
能
力 

専
門
知
識 

社
交
性 

体
力 

無
回
答 

そ
の
他 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

能
力 

14年度 15年度 

出席者によるアンケートより 

く奨励
情報シ
一貫と
業する
ます。 

企
 
業
 
懇
 
談
 
会
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情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
 
高
木
　
義
和
 

第
８５
回
情
報
シ
ス
テ
ム
と
社
会
環
境
研
究
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
を
会
場
に
開
催
 

は
学
生
一
人
ひ
と
り
が
最
後
ま
で
「
戦
い
抜
く
」
強
い
気
持

ち
で
す
。
 

で
も
遠
慮
せ
ず
相
談
す
る
よ
う
併
せ
て
、ご
指
導
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
 

就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
 

学
外
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
体
験
 

学
外
学
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
体
験
 

 　
F
M
新
潟
は
女
性
が
と
て
も
活
躍
し
て
い
る
職
場
で
あ
り
、一
人

ひ
と
り
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
て
誰
に
対
し
て
も
き
ち

  

     　
第
８５
回
情
報
シ
ス
テ
ム
と
社
会
環
境
研
究
会
が
、平
成
１５

年
9
月
２７
日（
土
）に
新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
9
F
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
シ
ス
テ
ム
と
社
会
環
境
研
究
会

は
情
報
処
理
学
会
の
研
究
会
の
ひ
と
つ
で
、情
報
シ
ス
テ
ム

学
科
と
最
も
関
係
の
深
い
学
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
研
究

会
で
す
。
第
８５
回
の
研
究
会
は
「
地
域
と
情
報
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、本
学
か
ら
も
「
地
域
貢
献
と

し
て
の
新
潟
・
金
属
加
工
市
構
想
」
と
し
て
宗
澤
、小
宮
山
、

佐
々
木
先
生
の
共
同
研
究
の
成
果
と
、桑
原
先
生
に
よ
る

「
大
学
の
役
割
と
Ｉ
Ｔ
化
に
関
す
る
一
考
察
」
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
他
に
も
Ｘ
Ｍ
Ｌ
Ｄ
Ｂ
を
用
い
た
水
産
物
取
引
デ

ー
タ
転
送
実
験（
岩
手
県
立
大
学
）や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
・
大

学
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
み（
信
州
大
学
）と
い
っ
た

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
一
般
発
表
の
他
に
地
域
に
活
動
拠
点
を
置
く
企
業
関
係
者

に
よ
る
招
待
講
演
も
予
定
さ
れ
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ビ
ジ

ネ
ス
そ
の
後
〜
躍
進
す
る
有
機
米
」
と
し
て
加
茂
有
機
米

生
産
組
合
代
表
の
石
附
健
一
氏
に
よ
る
講
演
と
、「
小
出
郷

の
広
域
情
報
化
に
つ
い
て
」
と
し
て
有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
サ

ポ
ー
ト
社
長
の
佐
藤
徳
子
氏
に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
前
者
は
大
学
が
で
き
て
3
年
目
に
本
学
で
同
研
究
会
が

開
催
さ
れ
た
時
に
発
表
し
た
内
容
の
続
き
と
い
う
意
味
で

「
そ
の
後
」
が
表
題
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、後
者
の
招

待
講
演
の
演
者
は
本
学
の
学
生
で
も
あ
り
、地
元
小
出
郷
の

情
報
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
状
と
問
題
点
の
指
摘
か
ら
な
る

講
演
で
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
学
会
活
動
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

最
新
の
学
術
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、全

国
的
な
情
報
を
取
り
巻
く
動
向
も
理
解
で
き
る
は
ず
で
す
。

新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
初
め
て
の
学

会
の
開
催
で
し
た
が

今
後
も
こ
の
よ
う
な

学
術
活
動
が
新
潟
中

央
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
る
機
会
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
学

会
に
は
会
員
以
外
の

方
で
も
参
加
が
可
能

で
す
の
で
、興
味
が
あ

る
学
会
が
開
催
さ
れ

る
時
に
は
参
加
す
る

と
良
い
刺
激
に
な
る

と
思
い
ま
す
（
会
費

は
必
要
で
す
が
）。
 

2003年 
 11月 説明会(夏期セミナーカナダ) 

 12月 説明会(派遣留学) 

2004年 
  1月 参加仮申込・参加学生最終決定 

 (派遣留学アメリカ) 

  4月 参加仮申込(派遣留学ロシア・中国・韓国) 

 履修登録(参加申込)・事前研修開始(夏期セミナーカナダ) 

  5月 参加学生最終決定・事前研修開始 

　 (派遣留学ロシア・中国・韓国) 

  6月 参加書類の提出 

  7月 奨学金授与式・歓送会参加費用の納付 

  8月 カナダ夏期セミナー開始(9月帰国) 

 アメリカ派遣留学開始(9月帰国) 

 韓国派遣留学開始(12月帰国) 

  9月 中国派遣留学開始(2005年1月帰国) 

 ロシア派遣留学開始(2005年1月帰国)

派遣留学・夏期セミナー ■ □ ■ □  本 校 の 提 携 校  □ ■ □ ■  
■夏期セミナー 

■派遣留学 

情
報
文
化
学
科
3
年
 
菅
家
　
知
子
 

《
実
習
先
》
F
M
新
潟
 

本学情報システム学科（3年次以上）を対象とする 
授業の講義部分を一般に公開いたしました。 

　 
日　時 ： 2003年10月29日（水） 
　　　   14:50-16:20 （90分間） 
テーマ ： 小須戸町における情報化施策と課題 
講　師 ： 小須戸町 総務課副参事 加藤正樹氏 
   
 
日　時 ：  2003年11月5日(水） 
　　　   14:50-16:20 （90分間） 
テーマ ：  ソフトウェア産業の動向と課題 
講　師 ： （株）ソネット 代表取締役 野中一克氏 
  
 
日　時 ： 2003年11月12日(水） 
　　　   14:50-16:20 （90分間） 
テーマ ： ＧＰＳ測位システムとモバイルコンピューティング応用 
講　師 ： 東海大学非常勤講師・元本学教授 工学博士 稲宮健一氏 
  
 
日　時 ： 2003年11月26日(水） 
　　　   14:50-16:20 （90分間） 
テーマ ： 地上波デジタル放送と地方局の対応 
講　師 ： （株）新潟放送メディア事業局 メディア事業部長 梅津雅之氏 
  
 
日　時 ： 2003年12月3日(水） 
　　　   16:30-18:00 （90分間） 
テーマ ： ソフトウェア開発の定量化手法－特に生産性と 
　　　   品質の問題に関して 
講　師 ： （株）構造計画研究所 取締役 上席執行役員 味生　威氏 

〈第1回〉 

〈第2回〉 

〈第3回〉 

〈第4回〉 

〈第5回〉 

［ スケジュール（予定） ］ 

本学では、国際教育の一貫として、学生の留学を強く奨励
しています。情報文化学科の『派遣留学制度』及び情報シ
ステム学科の『夏期セミナー』共にカリキュラムの一貫と
して実施していますので、留学をしても4年間で卒業する
ことが可能です。尚、参加者には奨励金が給付されています。 

カナダ・アルバータ州の州都エドモントンにある総合大学。
　　　　　　　　　　       【http://www.ualberta.ca/】 

＞＞＞ 北米コース アルバータ州立大学 

公開講座 
「情報システム持論」 

アメリカ中西部カンザス・シティから車で1時間半くらい、静
かな学園都市メリーヴィルにある3カレッジ22学部の総合
大学。　　　　　　　     【http://www.nwmissouri.edu/】 

＞＞＞ アメリカコース ノースウエスト・ミズーリ州立大学 

19の単科大学と約40の学部を持つロシア極東最大の総
合大学。留学生も多く、外国人用の特別なフロアを設ける
など治安にも留意されています。　【http://www.dvgu.ru/】 

＞＞＞ ロシアコース 極東国立総合大学 

北京大学、精華大学と並ぶ中国の名門大学で、多くの学部
や研究所を有する総合大学。北京市内で、社会見学や日常
生活にも便利です。　  　　【http://www.bnu.edu.cn/】 

＞＞＞ 中国コース 北京師範大学 

首都ソウルにある開校50周年を迎えた名門私立大学。10
学部16大学院を持つ総合大学で、外国人向けの韓国語教
育で高い評価を得ています。【http://www.kyunghee.edu/】 

＞＞＞ 韓国コース 慶煕（キョンヒ）大学 
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紅
翔
祭
実
行
委
員
長
 
桑
田
 
和
征
 

15
年
度
紅
翔
祭
を
終
え
て 

平
成 

15
年
度
紅
翔
祭
を
終
え
て 

平
成 

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
4
年
 
多
賀
 
祥
治
 

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
を
終
え
て
… 

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
を
終
え
て
… 

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
を
終
え
て
… 
   　

平
成
15
年
度
紅
翔
祭
は
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
 

　
今
年
の
紅
翔
祭
は
本
学
創
立
10
周
年
、記
念
す
べ
き
第
10

回
目
と
い
う
事
で
、様
々
な
事
に
挑
戦
し
、多
く
の
時
間
を

費
や
し
ま
し
た
。
2
日
間
と
い
う
短
い
期
間
の
中
で
ど
れ
だ

け
お
祭
り
を
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
。
今
年
は
実
行

委
員
が
未
経
験
者
ば
か
り
で
何
を
行
う
に
お
い
て
も
苦
難

の
連
続
で
し
た
。
そ
の
中
で
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
関
係

者
の
方
々
に
ご
協
力
を
仰
ぎ
、多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
今
年
は
昨
年
行
い
大
好
評
を
博
し
た
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
、地
元
F
M
新
潟
さ
ん
と
の
共
催
と
い
う
形
で
、ア

ー
テ
ィ
ス
ト
”S
o
w
e
l
u
“の
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
7
0
0
人
を
越
す
来
客
が
あ
り
、大
盛
況
で
終
え
ま

し
た
。
ま
た
父
母
同
窓
会
の
皆
様
主
催
の
永
六
輔
氏
の
講

演
会
で
は
8
0
0
人
も
の
来
客
が
あ
り
、こ
ち
ら
も
大
盛
況

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て

も
昨
年
以
上
に
好
評
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

 
紅
翔
祭
実
行
委
員
長
と
し
て
僕
は
未
熟
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
仲
間
の
大
切
さ
。
僕
は
仲
間
に
支
え
ら
れ
、実

行
委
員
長
と
い
う
任
務
を
無
事
遂
行
す
る
事
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

　
最
後
に
、紅
翔
祭
を
終
え
、紅
翔
祭
実
行
委
員
会
、学
友

会
執
行
部
を
代
表
し
、ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
、教

職
員
、な
ら
び
に
温
か
い
ご
協
力
を
頂
い
た
全
て
の
方
々
に

こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
是
非
来
年

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

      

  　
 

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
に
参
加
し
ま

し
た
が
、今
年
は
昨
年
以
上
に
大
き
な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
研
究
発
表
と
い
う
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、よ
り
ビ
ジ
ネ

ス
的
な
側
面
を
持
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
。
そ
し

て
実
際
に
企
業
と
今
後
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
話
が
持
て
た

こ
と
で
す
。
 

 
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
に
お
い
て
、本
研
究
内
容
に
似
た
シ
ス
テ

ム
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
企
業
と
出
会
い
、実
際
に

今
後
協
力
関
係
を
構
築
・
維
持
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
話
が

ま
と
ま
っ
た
こ
と
や
、他
に
も
I
T
事
業
の
組
合
を
設
立
さ
れ

て
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
や
個
人
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
方
と
も
情
報
交
換
が
で
き
た
こ
と
。
さ
ら
に
就
職
に
関
し
て

も
、県
外
企
業
の
方
か
ら
積
極
的
な
話
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、実
際
に
次
の
企
業
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
た
い
と
の

話
を
頂
く
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
多
く
の
方
々
と
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
こ
う
し
た
や
り
と
り
、つ
ま
り
産
・
官
・
学
・
民
が
協
同
し
て

産
業
を
盛
り
立
て
て
い
く
と
い
う
姿
は
本
来
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
こ
の
新
潟
県
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
各
要
素
が
相
互
に
協
力
し
合
う
こ
と
で
互
い
の
不

足
す
る
と
こ
ろ
を
補
足
し
合
い
、秀
で
た
も
の
は
さ
ら
に
活
か

し
て
い
く
。
そ
う
し
た
連
携
が
、今
後
の
産
業
の
発
展
に
お
い

て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

 
情
報
化
時
代
と
言
わ
れ
、世
間
で
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
共

有
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浸
透
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
は

単
に
知
識
や
思
い
を
分
か
ち
合
う
だ
け
で
な
く
、共
有
し
合
う

こ
と
で
新
し
い
財
産
・
価
値
を
生
み
出
す
、し
か
も
そ
れ
は
足

し
算
の
計
算
で
は
な
く
掛
け
算
の
計
算
に
よ
り
生
み
出
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
の
参
加

は
非
常
に
多
く
の
情
報
を
共
有
で
き
、そ
し
て
今
後
に
活
か
せ

る
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
流
れ
は
、

今
後
是
非
と
も
継
続

し
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
う
と
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を

得
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ッ
セ
に
来
年
以
降

も
引
き
続
き
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
最
後
に
、本
校
の

ブ
ー
ス
へ
お
越
し
頂

い
た
方
々
、並
び
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
下
さ
っ
た
関
係
者

の
方
々
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

平成15年度公認団体の主な活動成績 平成15年度公認団体の主な活動成績 平成15年度公認団体の主な活動成績  

 4月11日 バドミントン 第47回北信越大学バドミントン選手権大会 

平成15年度新潟地区大学軟式野球連盟春季大会 

第28回新潟県パワーリフティング選手権大会 

第34回春季北信越大学バレーボール選手権大会 

第161回新潟支部バドミントン大会 

第72回日本学生陸上競技対校選手権大会 

北信越バドミントン選手権大会 

第26回全日本大学軟式野球部選手権大会 

佐渡オープンバドミントン大会 

第47回北陸陸上競技選手権大会 

第20回信越大学バレーボール大会 

第34回北信越学生陸上競技選手権大会 

柏崎陸上競技記録会 

第51回田村杯・第16回市嶋楯争奪バドミントン選手権大会 

第77回北信越学生陸上競技対校選手権大会 

第51回秋期北信越大学男女バレーボール選手権大会 

第15回全日本ジュニアアームレスリング選手権大会 

第37回笹本杯争奪北信越学生バスケットボール春季リーグ戦 

軟式野球部 

石川県 男子1部昇格、女子1部優勝 

男子ライト・レフトハンド+70kg  優勝 

槍投げ幾野貴子優勝→全国へ 

佐藤  司 優勝、  山本浩之 準優勝 

2部リーグ3位 

阿部ベスト4

幾野貴子やりなげ全国18位 

男子2部リーグ3位 

シングルス 岡 香織  優勝、 ダブルス  岡・西須ペア優勝 

1回戦負け 

西須・最上ペア優勝 

小林・山之内・武田・笹谷4×400Mリレー2位 

第3位 

女子シングルス 西須準優勝、岡ベスト4

3000M決勝3位 渋谷俊和、槍投げ幾野貴子優勝 

400M優勝 武田喜雄、5000M優勝 渋谷俊和 
4×100Mリレー優勝 角山・本間・青柳・笹谷 
スウェーデンリレー優勝 角山・石川・笹谷・武田 
槍投げ優勝 幾野貴子　他入賞多数 

全国大会出場決定 

3部A 2位 福井県 

茨城県 

新潟市 

新潟市 

石川県 

新潟市 

神奈川県 

富山県 

広島県 

両津市 

福井県 

長野県 

新発田市 

柏崎市 

新潟市 

新潟市 

バスケットボール 

フィットネス研究会 

バレーボール 

バドミントン 

陸上競技部 

バドミントン 

軟式野球部 

バドミントン 

陸上競技部 

陸上競技部 

バレーボール 

バドミントン 

陸上競技部 

バレーボール 

陸上競技部 

フィットネス研究会 

 4月19日 

 5月  3日 

 5月  4日 

 5月17日 

 5月18日 

 5月21日 

 5月25日 

 7月  4日 

 8月  6日 

 8月18日 

 8月24日 

 8月30日 

 9月27日 

10月 5日 

石川県 10月11日 

11月 3日 

11月12日 

第48回北信越大学バドミントン選手権大会 女子1部2位、男子1部3位 富山県 バドミントン 11月 7日 

期間 団体名 大　会　名 開催場所 大会結果  

1月  8日(木) 

     20日(火) 

     21日(水)～ 27日(火) 

     16日(金)  

     17日(土)・18(日) 

2月  2日(月) 

3月  8日(月) 

     15日(月) 

     23日(火) 

     31日(水)

授業開始 

後期授業終了 

後期定期試験 

休講（センター試験準備） 

センター試験 

前期入学試験 

後期入学試験 

～春期休業 

卒業式 

学年終了 

00円） 

00円） 

試験の
目選択
した場
使用 

選択 

選択  

 日 時　平成16年3月23日（火） 
　　　 13：00～14：30 
　　　 （受付12：00～） 

 会 場　新潟市民芸術文化会館 

平成15年度卒業式 平成15年度卒業式 平成15年度卒業式 

新潟駅 
万代口 

ダイエー 

上
西
堀
通
 

東
大
通

柳
都
大
橋
 

お近くに

希望され
い。 

町1169番 
27-7117

閲覧室 

得講座
したエ

徒歩1分。 
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て
下
さ
っ
た
関
係
者

の
方
々
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

平成15年度公認団体の主な活動成績 平成15年度公認団体の主な活動成績 

1月  8日

     20日

     21日

     16日

     17日

2月  2日

3月  8日

     15日

     23日

     31日

 

■平成16年度　一般入試日程 ◎詳細は募集要項でご確認下さい。 

●本学の平成16年度入学者選抜試験が11月16日の推薦入試から始まりました。推薦入試の受験者数は昨年度比122%でした。 
　一般入試の日程は上記の通りです。願書等ご希望の際は本学学務課教務係までお問い合わせください。 

新潟国際情報大学学務課教務係　〒950-2292　新潟市みずき野3丁目1番1号　電話（025）239-3111　FAX（025）239-3690

前　　　期 

大学入試センター試験 

16.1.6（火）～1.22（木） 16.2.2（月） 95

35

25

情報文化学科　　  35 

情報システム学科　60

情報文化学科　　　15

情報システム学科　20

情報文化学科 一般入学試験（前期） 
の成績により奨学金が 
給付されます。 

新潟国際情報大学 
学費特別給付奨学金 情報システム学科 

3番以内ーⅠ種 

5番以内ーⅠ種 

8番以内ーⅡ種 

14番以内ーⅡ種 

Ⅰ種　授業料全額（年額650,000円） 

Ⅱ種　授業料半額（年額325,000円） 

情報文化学科　　　10

情報システム学科　15

学科試験を課さず、16年度のセンター試験の
成績で判定。全教科の中から2教科2科目選択
　配点：各教科100点。3科目以上受験した場
合は高得点の2教科2科目を合否判定に使用 

・国語：国語Ⅰ・国語Ⅱ 
（いずれも古文・漢文を除く） 
・数学：数学Ⅰ・数学Ⅱ 
（数学Ⅱは、微分・積分を除く） 
・外国語：英語Ⅰ・英語Ⅱ 
上記3教科の中から2教科を試験会場で選択 

・国語：国語Ⅰ・国語Ⅱ 
（いずれも古文・漢文を除く） 
・数学：数学Ⅰ・数学Ⅱ 
（数学Ⅱは、微分・積分を除く） 
・外国語：英語Ⅰ・英語Ⅱ 
上記3教科の中から2教科を試験会場で選択 

後　　　期 

16.2.5（木）～2.13（金） 

16.2.20（金）～3.2（火） 16.3.8（月） 

 

 日 時
　　　
　　　

 会 場

平成平成15年度卒業式 平成平成15年度卒業式 平成

新潟駅 
万代口 

ダイエー 

NEXT21

三越 

伊勢丹 
越後線 

白
山
公
園
 

上
大
川
前
通
 

本
町
通
 

東
堀
通
 

古
町
通
 

西
堀
通

西
堀
通
 

西
堀
通
 

東
大
通
 

柳
都
大
橋
 万

代
橋
 八

千
代
橋
 

昭
和
大
橋
 

新潟中央 
キャンパス 

信濃
川 

　本年度も高校生を中心として、ご父母・企業・中学生等、約850名の
皆様が来校されました。 
　来校された皆様には、学内（施設）の見学、体験授業等ご希望に合わ
せ様々な体験をいただいております。来校された皆さんからは、｢大学
を身近に感じることができた｣｢大学がより理解できた｣等々感想をいた
だいております。 
　とうぞご見学等のご希望がございましたらご遠慮なくお問い合わせく
ださい。 

新潟中央キャンパス 
施設紹介（1～9階） 

開館時間　月～金　9：00～20：00　土　9：00～17：00 
　学生はもとより、1階・2階は学外の方もご利用いただけます。是非、お近くに
お越しの際にはご利用ください。 
　また、セミナー室、講堂など施設の貸出しをしております。ご利用を希望され
る場合、詳細につきましては、新潟中央キャンパスにお問い合わせください。 

951-8068 新潟市上大川前通七番町1169番 
TEL.025-227-7111  FAX.025-227-7117

１２００冊の図書が配架されてお
り自由に閲覧できる他、貸出し
もおこなっています。 
また情報検索用のパソコンも
設置されており、常時インター
ネットに接続可能で学外の方も
無料でご利用いただけます。 

ラウンジ 

閲覧室 

9F　●講堂1　●講堂2（計250名／机付での使用は210名） 
8F　●セミナー室（4室、各20名）　●会議室（30席） 
7F　●会議室（25席） 
　　　　●バンケットホール（130席） 

6F　●セミナー室（5室、各20～30名）　●会議室（35席） 
5F　●演習室（4室、各20～30名）　●卒業研究室　●教員研究室 
4F　●メディア演習室（5室、各14～40名）　●教員研究室 
3F　●演習室（6室、各16～30名） 
　　　　●PC実習室 

2F　●情報・図書室　●閲覧コーナー 
　　　　●情報検索コーナー／無線LAN 
　　　　●校友室「みずきサロン」　●事務室 

1F　●学生ホール　●資料展示コーナー 
　　　　●カフェテリア「YOU&I」／無線LAN

演習室 

バンケットホール ■私立日本文理高校 
■県立小千谷高校 
■県立巻総合高校 
■豊栄市立光晴中学校 
■県立分水高校 
■県立出雲崎高校 
■新潟市立山の下中学校 
■県立荒川高校 
■県立新井高校 
■福島県立西会津高校 

■県立長岡商業高校 
■県立巻工業高校 
■県立吉田高校 
■県立村上高校PTA 
■県立三条東高校PTA 
■県立新潟東高校 
■県立寺泊高校PTA 
■県立村松高校 
■県立寺泊高校 

来校者 （順不同） 

 体験授業の一例 
●異文化理解 
　「韓国・北朝鮮を学ぶ」 
　「日韓文化の同質性と異質性―生活文化を中心として―」 
　「日本は極東か？日本海の名称はどこが問題―共生に向けた異文化理解と
　 オリエンタリズム―」 
●パソコン（情報処理）体験 
　「カレンダー作成」　 
　「コンピュータを使って数学の問題を解いてみよう」 
　「シミュレーションソフトウェアを使っての仮想工場モデル」 

　上記の体験授業の他に中・高等学校、団体等か
らの依頼により学外での講義・講演も行っており
ますのでお問い合わせください。 

025-239-3111
お問い合

わせ 

　事務局
総務課 

学外講義・講演 

　新潟中央キャンパス内には、授業以外にも公開講座、講演会、資格取得講座
及び産官学連携推進事業の開催等、地域社会に貢献することを目的としたエ
クステンションセンターを設置しました。 
　つきましては、同封のアンケートにご協力ください。 

アンケートにご協力ください。 

JR新潟駅万代口より 
市内バス5分。本町下車徒歩1分。 カフェテリア「YOU&I」 
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高
橋
　
正
樹 

湧
　   

源
　 

Y
U
U
G
E
N

　
内
輪
の
話
に
な
り
ま
す
が
、広
報
委
員
会
は
学
外
の
方

に
広
く
大
学
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
仕
事
に
し
て
お

り
ま
す
。こ
の『
国
際
・
情
報
』
誌
も
そ
の
ひ
と
つ
の
媒
体

で
あ
り
、大
学
の
活
動
内
容
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
、大

学
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
最
良
の
方
法
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
た
だ
、ど
ん
な
に
広
報
を
工
夫
し
て
も
、結
局
は
、学
生

が
大
学
に
満
足
し
て
く
れ
る
こ
と
に
勝
る
広
報
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、学
生
の
満
足
に
と
っ
て
重
要
な

こ
と
は
、学
ぶ
意
欲
を
強
く
も
っ
た
学
生
に
ど
れ
だ
け
教

育
の
現
場
で
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
が
大
学
に
満
足
し
て
く
れ
れ
ば
、か
れ
ら
が
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。そ
の
意
味
で
、大
学
と

は
基
本
的
に
は
教
師
と
学
生
と
の
学
び
の
共
同
作
業
の

場
で
あ
る
、と
い
う
原
点
に
常
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
同
時
に
、地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
い
う
観
点
か
ら
、

地
域
社
会
の
満
足
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。九
七
年
に

出
版
さ
れ
た
『
新
潟
か
ら
の
提
言
―
大
学
が
地
域
を
変

え
る
』（
新
潟
日
報
社
）を
読
む
と
、そ
れ
ま
で
新
潟
で
は
、

地
域
社
会
と
大
学
が
い
か
に
遠
か
っ
た
か
と
不
満
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。本
学
で
は
大
学
と
地
域
社
会
と
の
橋
渡
し

を
す
る
た
め
に
、開
学
当
初
か
ら
地
域
交
流
委
員
会
を

中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
開
学
時
に
地
元

自
治
体
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
た
本
学
に
と
っ
て
、こ

の
地
域
交
流
と
は
地
域
社
会
へ
の
お
返
し
の
部
分
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」や
「
映
画
の
中

の
市
民
社
会
」は
お
蔭
様
で
好
評
を
博
し
て
き
ま
し
た
。

と
く
に「
映
画
の
中
の
市
民
社
会
」は
す
で
に
五
年
目
に

入
り
、新
潟
県
と
新
潟
市
の
両
教
育
委
員
会
の
後
援
を

受
け
、シ
ネ
ウ
イ
ン
ド
の
協
力
を
得
て
、地
域
社
会
と
大

学
と
結
ぶ
企
画
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。毎
年
四
回

の
連
続
で
毎
回
百
名
近
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、新

聞
や
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ

は
地
域
社
会
に
満
足
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
証
拠
か
と
思

い
ま
す
。 

　
学
生
や
地
域
社
会
の
満
足
が
大
学
に
と
っ
て
い
か
に
大

切
か
は
、良
い
試
合
を
し
て
フ
ァ
ン
を
大
事
に
す
る
こ
と
で

熱
烈
な
サ
ポ
ー
タ
ー
を
獲
得
し
て
い
る
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
を
み
て
も
、つ
く
づ
く
感
じ
る
こ
と
で
す
。 

学
生
の
満
足
、地
域
社
会
の
満
足 

 

　
母
校
、新
潟
国
際
情
報
大
学
を
卒
業
し
て
、早
い
も
の
で
二
年
の
月
日
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
文
章
を
書
く
機
会
に
恵
ま
れ
る
と
は
、二
年

前
に
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
驚
い
て
い
ま
す
。拙
文
な
が
ら
、簡
単
に
近
況

報
告
と
今
後
の
予
定
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
僕
は
今
、新
潟
大
学
の
修
士
課
程
に
在
籍
し
、来
春
卒
業
を
控
え
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
は
、胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。具
体
的

に
は
、レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
処
理
し
て
見
や
す
く
す
る
こ
と
で
医
師
の
診
断
を
支

援
し
よ
う
と
い
う
研
究
で
す
。
実
は
今
、そ
の
成
果
報
告
と
し
て
、２
日
後
に
学

会
を
控
え
慌
し
い
最
中
で
す
。学
会
が
終
わ
れ
ば
、一
月
に
は
修
士
論
文
を
ま
と

め
る
期
日
が
迫
っ
て
お
り
ま
だ
ま
だ
多
忙
な
日
々
が
続
き
ま
す
。研
究
は
、う
ま

く
い
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、失
敗
し
て
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、な

ん
と
い
っ
て
も
遣
り
甲
斐
が
あ
り
、充
実
し
た
毎
日
で
す
。思
え
ば
、大
学
四
年
の

夏
、卒
業
研
究
を
決
め
ら
れ
ず
迷
っ
て
い
た
際
に
先
生
に
勧
め
て
い
た
だ
い
た
の

が
切
っ
掛
け
で
し
た
。当
時
は
、こ
ん
な
に
長
い
付
き
合
い
に
な
る
と
は
夢
に
も
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、先
生
に
根
気
良
く
教
え
て
い
た
だ
き
、手
探
り
だ
っ

た
医
用
画
像
の
世
界
の
魅
力
に
触
れ
、現
在
の
進
路
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。今
で
も
研
究
方
針
に
迷
っ
た
際
に
は
、よ
く
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
良
い

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
い
ま
す
。ま
た
、担
当
で
は
無
か
っ
た
多
く
の
先
生
方
に
も

ご
支
援
い
た
だ
き
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。研
究
の
話
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、研
究
会
を
通
し
て
岐
阜
や
東
京
を
訪
れ
る
機
会
も
あ
り
、実
は

そ
れ
が
良
い
息
抜
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
見
聞
を
広
げ
る
意
味
で
も
、そ
う
い
う

機
会
を
増
や
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
予
定
は
、修
士
課
程
で
や
り
き
れ
な
か
っ
た
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
、博
士
課
程
に
進
学
し
て
研
究
を

続
け
る
予
定
で
す
。
研
究
題
材
も
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
に
限
ら
ず
胸
部
Ｃ

Ｔ
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
の
医
用
画

像
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
々
学
ぶ
事
が
多
く
、不
安
も
あ
り

ま
す
が
卒
業
生
と
し
て
恥
ず
か
し
い

事
の
無
い
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

石
川   

雅
浩 

新
潟
大
学
大
学
院  

自
然
科
学
研
究
科   

博
士
課
程
前
期
二
年 

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
　
二
〇
〇
二
年
度
卒 

全
　
美
順（
チ
ョ
ン
・
ミ
ス
ン
） 

 

情
報
文
化
学
科
助
教
授（
広
報
委
員
） 

慶
煕
大
学
招
聘
講
師 

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
留
学
報
告 

理
事
長
提
携
校
訪
問 

　
ソ
ウ
ル
の
慶
煕（
キ
ョ
ン
ヒ
）大
学
と
新
潟
国
際
情
報
大
学
の
交
換
教
員
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、去
る
９
月
15
日
か
ら
６
ヶ
月
間
、韓
国
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
明
る
く
て
ま
じ
め

な
学
生
た
ち
と
、親
切
な
先
生
の
お
陰
で
、毎
日
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。
新
潟
に

来
て
か
ら
あ
ま
り
日
が
た
っ
て
い
な
い
時
、高
橋
先
生
か
ら
質
問
を
受
け
ま
し
た
。「
白

鳥
見
ま
し
た
？
」「
は
い
、最
初
来
た
時
挨
拶
を
し
ま
し
た
」「
あ
あ
？
？
？
」。私
は
、

そ
の「
白
鳥
」
と
い
う
言
葉
を
「
学
長
」
と
聞
き
間
違
っ
て
、そ
の
よ
う
に
答
え
た
の
で

す
。ち
な
み
に
、韓
国
語
で
学
長
は
、「
ハ
ク
チ
ョ
ン
」
と
言
い
ま
す
。後
で
私
が
間
違
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
、先
生
と
一
緒
に
笑
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
の
６
階
の
研
究
室
で
、

群
れ
に
な
っ
て
き
れ
い
に
飛
ん
で
い
く
白
鳥
を
見
る
た
び
に
い
つ
も
そ
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。 

　
新
潟
で
学
校
に
来
る
の
は
、ま
る
で
旅
行
に
行
く
気
持
ち
で
す
。ソ
ウ
ル
で
の
よ
う
に

毎
日
混
ん
で
い
る
地
下
鉄
に
乗
ら
な
く
て
も
い
い
し
、同
じ
電
車
の
中
で
学
校
の
先
生

や
学
生
に
会
っ
て
楽
し
く
話
し
合
う
う
ち
に
学
校
に
着
き
ま
す
。ま
た
、学
校
で
は
厳

し
い
先
生
の
姿
で
す
が
、飲
み
会
の
席
で
は
普
通
の
友
達
の
よ
う
に
自
由
に
笑
っ
た
り
、

話
し
合
っ
た
り
す
る
先
生
た
ち
の
姿
が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。新
潟
に
来
て
も

う
３
ヶ
月
に
な
り
ま
す
が
、新

潟
で
の
楽
し
い
生
活
を
一
生
忘

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
事
な

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
広
瀬
先
生
と
申

先
生
、純
粋
な
学
生
た
ち
、毎

日
キ
ム
チ
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
食
堂
の
お
じ
さ
ん
、山

本
室
長
を
は
じ
め
事
務
の
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

国際・情報　第21号  04.1.5 5:25 PM  ページ 8


